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研究要旨 

欧米の副腎不全のガイドラインにおける副腎クリーゼ時の対応に関して文献的検討を行

い、ハイドロコルチゾン自己注射の重要性を明らかにした。本研究班、日本内分泌学会、日本

小児内分泌学会合同で厚生労働省にハイドロコルチゾン製剤の在宅自己注射保険収載の要

望書を提出し、保険適応が承認された。我々が作成した本邦成人における副腎クリーゼの実

態調のための調査票を用い、本研究班班員への調査を行った。今後、本邦における副腎不

全の疫学調査およびハイドロコルチゾン自己注射のコンセンサスステートメントの作成を行う。 

 

 

Ａ．研究目的 

副腎クリーゼに対するハイドロコルチゾン自己注射の

欧米でのガイドライン等における位置付けを検討する。本

邦成人における副腎クリーゼの実態調査を明らかにし、ヒ

ドロコルチゾン製剤の在宅自己注射の保険収載申請を

行う。 

 

Ｂ．研究方法 

「副腎クリーゼに対するハイドロコルチゾン自己注射」

の海外文献を検討し、本邦成人における副腎クリーゼの

実態調のための調査票を作成する。作成した調査票を用

い、本研究班班員への調査を行う。ヒドロコルチゾン製剤

の在宅自己注射の保険収載のために関連学会へ協力を

要請し、申請を行う。 

 

（倫理面への配慮） 

慶應義塾大学医学部倫理委員会の承認に基づいて 

 

行った（承認番号 20170131）。 

 

Ｃ．研究結果 

欧米の副腎不全ガイドラインでは副腎不全患者が、副

腎クリーゼ時のハイドロコルチゾン自己注射キットの使用

法に関して理解し、携帯することを推奨していることが明

らかとなった。本邦成人における副腎クリーゼの実態調の

ための調査票を作成、本研究班班員への調査を行った。

また本研究班、日本内分泌学会、日本小児内分泌学会

合同で厚生労働省にヒドロコルチゾン製剤の在宅自己注

射の保険収載の要望書を提出し、保険適応が承認され

た（資料５）。 

 

Ｄ．考察 

本邦成人における副腎クリーゼの実態調のための調

査票を用い、本研究班班員への調査を行い、調査票の

修正点等が明らかとなった。欧米の副腎クリーゼ対策とし
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てハイドロコルチゾン自己注射が重要であることを明らか

とし、ヒドロコルチゾン製剤の在宅自己注射の保険収載の

要望書を提出し、保険適応が承認された。副腎クリーゼ

の可能性を有する患者の診療の質向上が期待される。今

後は適正使用されるようにハイドロコルチゾン自己注射の

コンセンサスステートメント作成が必要である。 

 

Ｅ．結論 

本邦成人における副腎クリーゼの実態調査のための

調査票を用い、本研究班班員への調査を行った。また本

研究班、日本内分泌学会、日本小児内分泌学会合同で

厚生労働省にヒドロコルチゾン製剤の在宅自己注射の保

険収載の要望書を提出し、保険適応が承認された。今後

は適正使用のためのコンセンサスステートメント作成が必

要である。 

 

Ｆ．研究発表 

１．論文発表 

 なし 

 

２．学会発表 

 なし 

 

Ｇ．知的財産権の出願・登録状況 

（予定を含む。） 

１． 特許取得 

 なし 

 

２． 実用新案登録 

 なし 

 

３． その他 

 なし 


